
平成 30 年度第３回富山県手話施策推進協議会（議事概要） 

 

日時：平成 31年１月 17日（木）午後２時～午後３時 30分 

場所：富山県庁本館４階大会議室 

議題：（１）第４次富山県障害者計画における手話の普及等に関する施策（素案）につ

いて 

（２）その他 

 

委員からの主な意見 

○第４次富山県障害者計画における手話の普及等に関する施策（素案）について  

・【資料 1】第４条（県の責務）に関して、「手話の普及等について、市町村、関係機関

及び関係団体、聴覚障害者、手話通訳者等と連携し、協力して取り組みます。」とあ

るが、県の役割として、例えば技術的支援や財政的支援について盛り込んではどうか。 

→（事務局回答） 

障害者計画の施策は、福祉に限らず、インフラ整備、教育、防災など多岐にわたって

いるなかで、手話についてのみ技術的・財政的な支援について触れることは難しい。 

 

・【資料 1】第４条（県の責務）に関して、「言語としての手話に対する県民の理解やそ

の普及、手話を使用しやすい環境整備に努めます。」とあるが、「言語としての手話に

対する」の部分が少し弱く感じるため、条例第１条にあるように、「手話が言語であ

ることの認識に基づいて」と修正してはどうか。 

 

・【資料 1】第 9条第 1項（手話による情報発信等）に関して、「知事のタウンミーティ

ングにおいて、手話通訳者を設置します。」とあるが、「設置」ではなく、「配置」が

適切ではないか。 

 

・【資料 1】第 11 条（手話通訳者の確保、養成等）に関して、「手話通訳者の健康維持

に関して調査・研究を進めるなど、安心して働き続けられる環境整備に努めます。」

とあるが、手話通訳者の負担軽減ということについても盛り込んではどうか。 

→（事務局回答） 

 手話通訳者の負担軽減については、一方で手話通訳のニーズの増大への対応といった

点も考慮する必要があることから、まずは調査・研究を進め、そのうえで改めて負担

軽減について検討したいと考えている。 

 

・【資料１】第 13 条（手話を学ぶ機会の確保等）に関して、「手話の普及活動を行う団

体等へ支援をすることなどにより、県民が手話を学ぶ機会の確保等を図ります。」と



あるが、このような受け身の施策だけでなく、県として積極的に施策に取り組むとい

う観点も盛り込むべきでないか。 

 

・【資料１】第 14 条（学校における手話の普及）に関して、「幼・小・中・高等学校等

の学校において、手話に対する理解を深めるよう努めます。」とあるが、大学や専門

学校についても盛り込んでいただきたい。 

→（事務局回答） 

特別支援学校のほか、大学や専門学校についても「幼・小・中・高等学校等」の「等」

の中に入ると考えている。 

 

・【資料 1】第 14条（学校における手話の普及）に関して、小中学校における手話の普

及はどのようにして行うのか。 

→（事務局回答） 

 基本的に、富山県内の小中学生すべてに手話を学んでいただきたいと考えている。現

在も、総合的な学習の時間、あるいは交流及び共同学習として聴覚総合支援学校の子

どもと触れ合う機会があるが、引き続き市町村教育委員会や学校等に対して、手話や

条例の必要性等について周知していきたい。 

 

○その他 

・新たな障害者計画の冊子を作成する際、巻末に富山県手話言語条例の本文を掲載して

はどうか。 

→（事務局回答） 

紙面の都合もあるため、条例の体系等を示したポンチ絵を開催できないか検討したい。 

 

・地域における手話の普及活動等の現状について、県と県聴覚障害者協会、手話サーク

ル等が協力して把握し、今後の手話普及活動等の体制づくりに活かしていってはどうか。 

 

・消防や救急、警察の職員を対象に手話講習会を開催してはどうか。 

 

・情報・コミュニケーションに関する条例についても議論していく必要があるのではな

いか。 


